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あらまし：講義において授業動画の活用が注目されている．これまで，授業内で動画収録し，授業内の解

説直後に，授業動画を公開することによる学習効果を検証してきた．しかし解説方法(通常講義・動画活

用)や，授業動画の提供タイミング(なし，解説直後，授業開始時)が，学習者の学びへ与える影響は明らか

ではなかった．今回，同授業内容で，解説方法と授業動画の提供タイミングを違う方式で実践している．

本稿では，これらについて現状報告を行う， 
キーワード：授業動画，学習環境，個別学習，対面学習 

 
 
1. はじめに 
学習者のユニバーサル化に伴い，各学習者特性に

合わせた教育や学習者対応が，求められている 1-3)．

これまで，学習者の学習への取り組みの改善に向け，

様々な手法の試行に取り組んできた 4-7)．いずれの手

法も，一定の効果が見られた．しかし，ターゲット

とする学習者層の改善につながらない場合が，多く

あった．そこで 2017年度に新たな手法として，演習
系科目にて，講義の動画収録と解説直後からの公開

を試行した (セミリアルタイム公開:以降 SR と略す．
表 1) 7)．この結果，全体的な改善と出席率の改善傾

向が見られた．実施方法は，授業にて解説に用いる

パソコンの画面と音声を，画面収録用ソフトウェア

を用い動画収録 9)，手作業で LMS(moodle)に掲載し
た．これにより学習者は，解説直後から，直前に解

説された授業動画を視聴可能にしてきた．本手法は，

様々な実施形態の授業(講義・演習，他科目)にて試
行し，有効な傾向を確認した． 

 
2. 授業での授業動画の活用 
旧来より，動画を用いた教育は多く行われてきた．

多くの場合，次の２種類であった(表 1)． 
1. 事前収録動画を用いた学び 
2. 授業の様子を収録し，後日視聴 
いずれも学習者のペースで，再生・停止・再視聴

を可能としている場合が多い．しかし，収録から視

聴可能になるまで，時間がかかってしまう場合が多

くあった．(編集，エンコーディング他) 
近年，ライブ配信技術の発展やインフラ整備，ラ

イブ配信の一般化に伴い，ライブ配信中の巻き戻し

再生を可能にする DVR に対応した配信も増えてき
た．これにより，学習者はライブ配信中でも，各自

のペースで学びを進めることが，可能になりつつあ

る(表 1)． 
授業におけるライブ配信は，遠隔講義で用いる場

合が多い．そのため，学習者は単独で学習している

ことが多い．このような環境では，学習者は，わか

らないことがあった場合，授業をしている教員やサ

ポートするスタッフに質問する以外には，自分で問

題解決することが多くなる． 
表 1, 動画収録と公開可能時期 

 
対面で実施する授業内で，動画を用いた授業実践

の事例は少ない．特に Video On Demandやライブ配
信を活用した授業実践事例は少ない．対面授業内で

の授業動画の活用は，個人のペースで学びが可能に

なる．また同教室内に，教授者や授業スタッフがい

るため，教授者や授業スタッフによる質問や，教授

者や授業スタッフからのフォローが行える可能性が

高くなる．また，多くの学習者と共に，同教室内で

取り組むことから，一体感や，友人との相談，授業

進行に対するペース配分などにより，従来よりも効

果的な学びを行える可能性が期待できる． 
我々は，2017年度より，授業内での解説を同時収
録し授業動画を同時に作成．解説直後に LMS へ掲
載．これにより，学習者は授業内での解説直後から，

授業動画の視聴が可能になった 7)8)．これにより，各

学習者が自分の学ぶペースで学びが可能になり，学

習者の学びが深くなることもわかってきた．また，

教授者も同じ解説を繰り返し行う必要性が少なくな

り，学生対応に時間を多く使えるようになった．こ

のように授業で解説を同時収録し，即時再視聴可能

にすることが，学習者の学びに対し，アダプティブ

type
動画収録 収録動画の公開開始可能時期

授業前 授業内 授業前 授業内 授業後

1 ◯ ◯ ◯
2 ◯ ◯
SR ◯ ◯(解説直後:⼿動)
DVR ◯ ◎(解説と同時:⾃動)
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に対応可能な学習環境になることもわかってきた．

しかし，同一授業での，動画の活用方法や，ライブ

での解説の有無が、学習者の学びに与える影響は，

明らかにされていない． 
2021年度に，同一授業内容で，４クラスの授業を
２名の教員(各 2 クラス)で担当することになった．
そこで，同一授業内容で，授業実施方法として，解

説方法や動画の利用タイミングを変え，学習者の印

象や学びに与える影響の調査が可能ではないかと考

えた．また，授業実施方法に依存して，教授者によ

る学生に対する質問対応可能性も大きく変わる(授
業時間内における，学習者からの個別質問対応を行

える時間，表 2)．本稿では，これら取り組みに対す
る途中報告を行う． 

表 2, 解説方法と授業動画の視聴タイミング

 
 

3. 実施方法 
A専門学校の１年生(3学科，4クラス)に，パソコ
ンの活用，MS-Word，MS-Excelを用いた演習を，対
面・演習形式で実施(表 3)．各クラスの授業実施は，
週に２クラス，各クラス２時限連続，隔週で実施．

受講者数は，各クラス 30名前後である． 
授業資料は全てのクラスで共通，授業実施方法は，

「教授者がライブで解説」，「ライブで解説．解説の

様子を同時収録し，解説直後に授業動画を公開」，「授

業動画の視聴を，全体で一緒に視聴し個別視聴も可」，

「授業動画の視聴を個別視聴」の４種類で実践して

いる(表 2)．各授業回で，課題提出状況や，アンケー
ト調査から，学習者の学びへの取り組みに対する影

響について調査を行っている． 
利用プラットフォームは，google classroom，授業
動画は google drive に掲載．アンケートと課題は，
google formを用いている．一部，google classroomの
課題機能も活用している． 

表 3, 授業計画 

 
 
 
 
 

 

4. まとめ 
今回，同一授業内容に対して，授業実施方法(解説，
動画の活用方法)の違いによる，学習者の学びに与え
る影響について，まとめた．原稿執筆時は，進行中

であり，実施計画の報告となった． 
第１回講義時のアンケート調査結果から，いずれ

のクラスもパソコンへの経験値は，おおよそ近いこ

とがわかった．(表 4) 
表 4, 受講生がパソコンでできること(複数選択可) 

 
現状，全クラスで順調に進行している．今後，こ

れまでと同様，授業への取り組みを進める．授業期

終了後に，学習者の学びに対する取り組みを分析す

る．これらから，授業実施方法が，学習者の学びに

与える影響を明らかにしていきたい． 
また，同授業は来年度も担当予定である．学習者

の学びにとって最適な手法での実施と，追加検証に

つながる取り組みを検討している． 
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class 解説 授業動画
の公開

学びの
個別性

教授者の
質問対応
可能時間

１ ライブ 翌授業回 低い 短い

2 ライブ 授業回
(解説直後) △ △

3 動画
(⼀⻫視聴→個別) 授業回 △ △

４ 動画(個別) 授業回 ⾼い ⻑い

授業⽇ 授業回 内容
１ １〜２ PC基礎

２〜４ ３〜８ Wowd
５〜７ ９〜１４ Excel
８ １５ 期末試験

1 2 3 4
キーボードを⾒ないで⼊⼒できる 8% 13% 0% 11%
ワードやエクセルで基本的な
書類作成や、簡単な写真の加⼯ 46% 33% 38% 20%

インターネットで検索 100% 93% 92% 89%
ゲーム・動画 74% 69% 54% 54%
今⽇初めて 0% 4% 0% 9%
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